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は
じ
め
に

　
本
稿
の
課
題
は
・
一
九
六
五
年
不
況
期
に
お
け
る
企
業
の
経
営

状
況
を
検
討
し
、
周
知
の
「
赤
字
国
債
」
が
発
行
さ
れ
る
に
至
っ

た
企
業
経
済
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

　
す
で
に
筆
者
は
前
稿
で
、
一
九
五
八
年
・
六
二
年
不
況
期
と
景

気
の
動
向
を
比
較
す
る
と
い
う
方
法
で
マ
ク
ロ
的
に
六
五
年
不
況

期
の
特
徴
を
検
出
し
、
従
来
の
金
融
政
策
を
主
軸
と
す
る
景
気
刺

激
策
で
は
六
五
年
不
況
か
ら
脱
出
で
き
ず
、
こ
こ
に
国
債
発
行
に

依
拠
し
た
財
政
政
策
の
積
極
的
展
開
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
を
み

た
。
本
稿
で
は
、
製
造
業
主
要
企
業
を
対
象
に
し
て
、
経
営
状
況

を
貨
幣
資
本
循
環
の
各
局
面
で
と
ら
え
な
が
ら
財
務
内
容
を
分
析

し
、
ま
た
高
度
成
長
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
重
化

挙
工
業
の
具
体
的
な
産
業
内
的
事
情
を
検
討
し
て
資
本
蓄
積
的
側

面
か
ら
上
の
課
題
に
せ
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
資
金
調
達
段
階
で
は

主
に
金
融
費
用
に
つ
い
て
検
討
し
（
第
二
節
）
、
生
産
過
程
で
は

不
変
資
本
（
設
備
・
原
材
料
）
と
可
変
資
本
（
労
働
カ
）
の
費
用

的
側
面
を
中
心
に
分
析
し
、
ま
た
当
時
問
題
と
な
っ
た
生
産
調
整

と
設
備
投
資
に
つ
い
て
ふ
れ
る
（
第
三
節
）
。
そ
し
て
最
後
に
「
命

が
け
の
飛
躍
」
段
階
に
お
い
て
は
、
産
出
価
樒
と
出
荷
高
、
つ
ま

り
販
売
高
の
質
的
・
量
的
側
面
か
ら
収
益
率
好
転
の
事
情
を
み
る

こ
と
に
す
る
（
第
四
節
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
、
財
政
は
経
済
と
政
治
の
結
節
点
で
あ
る
か
ら
、
戦

後
財
政
史
上
の
一
大
エ
ポ
ヅ
ク
で
あ
る
六
五
年
度
の
補
正
予
算
で

の
歳
入
補
損
国
債
の
発
行
要
因
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
政
治
的

側
面
の
分
析
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
口
二
郎

脂
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氏
の
研
究
が
貴
璽
な
資
料
を
用
い
つ
つ
詳
細
な
分
析
を
し
て
い
る

が
、
分
析
対
象
が
官
僚
お
よ
ぴ
閣
僚
で
あ
る
。
右
の
観
点
か
ら
す

れ
ぱ
日
銀
当
局
の
恩
惑
お
よ
ぴ
金
融
資
本
を
含
め
た
財
界
の
政
治

過
程
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
も
重
要
な
研
究
対
象
と
な
る
が
、

そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
（
1
）
　
「
一
九
六
五
年
不
況
の
特
質
－
国
償
発
行
と
の
関
連
で
1
」

　
　
（
『
一
橋
研
究
』
第
一
二
巻
第
一
号
、
一
九
八
七
年
五
月
）

　
（
2
）
　
山
口
二
郎
『
犬
蔵
官
僚
支
配
の
終
焉
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八

　
　
七
年
）二

　
金
融
資
用
の
圧
迫

資
本
調
達
段
階
－

　
〔
一
〕
資
金
源
泉
と
金
利
動
向

　
　
（
一
）
資
金
源
泉
構
成

　
ま
ず
、
六
五
年
当
時
の
資
金
調
達
の
概
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

総
額
で
は
前
年
の
額
か
ら
O
・
二
％
減
っ
た
が
、
こ
れ
は
五
八
年
．

不
況
時
に
前
年
よ
り
七
・
○
％
減
少
し
た
の
と
比
べ
る
と
か
な
り

軽
微
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
を
借
入
金
と
自
己
資
金
に
分
類
す
る

と
、
後
者
の
前
年
比
増
大
率
が
五
八
年
不
況
期
が
マ
イ
ナ
ス
六
・

四
％
、
六
二
年
不
況
期
が
二
・
八
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
六
五
年

不
況
期
は
マ
イ
ナ
ス
九
・
O
％
で
最
大
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
、

株
式
は
六
七
％
も
滅
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
後
者
の
総
額

に
対
す
る
割
合
は
、
五
八
年
が
五
三
％
、
六
二
年
が
五
二
％
で
あ

っ
て
前
者
を
上
廻
っ
て
い
た
が
、
六
五
年
は
四
八
％
と
な
っ
て

（
つ
ま
り
借
入
依
存
度
が
五
二
％
）
、
前
者
と
後
者
の
比
重
が
逆
転

し
た
。
こ
れ
は
、
高
度
成
長
が
始
ま
っ
て
以
来
二
番
め
に
低
い
値

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
六
五
年
不
況
期
に
は
借
入
金
へ
の
依
存
度
が

強
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
（
日
銀
『
経
済
統
計
年
報
』
）
。

　
次
に
、
資
金
源
泉
構
成
が
不
況
前
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た

か
を
図
1
で
検
討
し
よ
う
。
自
己
資
金
の
構
成
比
で
は
増
資
の
比

重
が
減
少
す
る
一
方
で
利
益
留
保
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、

他
方
、
借
入
金
に
つ
い
て
は
短
期
借
入
金
を
減
ら
し
て
い
る
反
面
、

固
定
負
債
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
自
己
資
金
と

借
入
金
の
割
合
は
、
六
五
年
上
期
に
は
後
者
の
方
が
ま
だ
一
割
以

上
多
く
、
両
者
の
逆
転
は
下
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
両
者

の
実
額
に
つ
い
て
は
、
配
当
率
を
滅
じ
た
こ
と
も
あ
っ
て
利
益
留

保
額
は
一
定
に
保
た
れ
た
が
、
一
方
の
固
定
負
債
も
横
這
い
で
あ

り
、
自
己
資
本
比
率
は
六
四
年
上
期
の
二
八
・
一
％
か
ら
六
五
年

下
期
の
二
六
・
五
％
ま
で
継
続
的
に
低
下
し
た
。

　
業
種
別
に
み
る
と
、
ま
ず
化
学
工
業
で
は
調
達
総
額
は
不
況
期

に
落
ち
込
ん
だ
。
な
か
で
も
株
式
の
激
滅
が
目
立
つ
。
ま
た
、
短

μ



．
　
　
　
　
　
　
　
　
■

（75）　一九六五年不況下の企業経営と国債発行

図1資金源泉構成（製造業）
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期
借
入
金
の
比
重
は
常
に
ほ
と
ん
ど
減
ら
ず
、
総
額
が
六
四
年
上

期
か
ら
六
五
年
上
期
に
か
け
て
二
四
％
滅
少
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
固
定
負
債
額
は
逆
に
三
七
％
も
増
大
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

借
入
金
依
存
度
は
四
六
↓
五
五
↓
五
九
↓
三
九
％
と
推
移
し
て
お

り
、
六
五
年
上
期
・
下
期
の
こ
の
値
は
他
業
種
の
ど
れ
よ
り
も
高

か
っ
た
。

　
鉄
鋼
業
で
も
六
四
年
上
期
か
ら
六
五
年
上
期
に
か
け
て
株
式
の

比
重
が
激
減
し
て
お
り
、
固
定
負
債
額
の
動
向
も
化
学
工
業
と
同

様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
比
率
は
六
五
年
下
期
に
は
半
分

近
く
に
も
お
よ
び
、
短
期
借
入
金
の
比
重
の
低
下
を
相
殺
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
化
挙
ユ
業
・
鉄
鋼
業
が
借
入
金
依
存
傾
向
が
強
い

の
に
対
し
て
、
機
械
工
業
・
電
気
機
械
工
業
で
は
不
況
期
に
固
定

負
償
を
大
幅
に
減
じ
、
短
期
借
入
金
を
返
済
し
た
営
業
期
も
あ
る
。

そ
し
て
他
方
で
利
益
留
保
額
は
ほ
ぼ
一
定
に
保
ち
、
不
況
期
に
借

入
金
依
存
体
質
の
改
善
を
図
っ
た
。
図
2
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

機
械
・
電
機
は
他
と
比
べ
て
借
入
依
存
度
を
弱
め
る
傾
向
が
強
い
。

た
だ
し
、
六
四
年
上
期
の
調
達
総
額
を
一
〇
〇
と
し
た
と
き
の
六

五
年
下
期
の
値
は
、
化
学
が
七
三
、
鉄
鋼
が
六
〇
、
機
械
が
二
四
、

電
機
が
わ
ず
・
か
八
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
成
長
率
を
大
幅
に
縮
小
す

る
中
で
の
目
己
資
本
充
実
指
向
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
（
日
銀
『
主

乃
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図2金融機関借入金前期比増大率（季節調整済）
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要
企
業
経
営
分
析
』
）
。

　
最
後
に
、
資
金
供
給
の
中
で
も
生
産
カ
水
準
と
の
か
か
わ
り
で

重
要
な
設
備
投
資
方
面
の
資
金
供
給
を
検
討
し
よ
う
。
全
体
的
に

以
前
か
ら
民
間
金
融
機
関
へ
の
依
存
が
犬
き
い
（
転
型
期
で
は
ほ

と
ん
ど
の
時
期
・
業
種
で
六
割
を
超
え
る
）
な
か
で
、
六
五
年
初

頭
に
化
単
工
業
の
そ
れ
が
徴
増
し
て
い
る
他
は
む
し
ろ
低
下
し
た
。

そ
し
て
総
額
と
し
て
は
同
年
後
半
期
に
は
少
々
盛
り
返
し
た
も
の

の
、
六
六
年
末
に
な
る
ま
で
低
下
傾
向
が
一
般
的
で
あ
る
。
（
日

銀
『
経
済
統
計
年
報
』
）
。
ま
た
、
図
3
に
よ
れ
ぱ
、
犬
幅
な
金
利

低
下
（
後
述
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
銀
行
か
ら
の
借
入
額
の
増
加

穆
度
は
徴
小
で
あ
り
、
か
つ
、
長
期
に
亘
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
六
四
年
か
ら
六
五
年
に
か
け
て
、
設
備
投
資

の
た
め
の
も
の
を
含
め
て
全
体
的
に
資
金
調
達
が
縮
小
す
る
な
か

で
も
、
借
入
金
依
存
体
質
は
改
ま
ら
な
か
っ
た
。

　
　
（
二
）
金
利
の
低
下

　
六
五
年
不
況
期
の
金
融
緩
和
策
は
六
四
年
末
か
ら
始
ま
り
、
六

五
年
六
月
ま
で
に
公
定
歩
合
が
三
回
引
下
げ
ら
れ
て
戦
後
最
低
に

　
　
＾
1
〕

な
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
企
業
金
融
と
の
関
連
で
つ
ぎ
の
こ
と
を
指

摘
し
て
お
こ
う
。
第
一
回
め
の
引
下
げ
の
際
、
日
銀
政
策
委
員
会

閉
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図3産業設備資金（金国銀行分）前年同期比増犬率と全国銀行約定金利の動向
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・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

議
長
は
金
融
界
に
対
し
、
今
回
の
措
置
に
応
じ
て
企
業
金
利
負
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

の
軽
減
に
努
カ
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
ま
た
、
第
二
回
め
も
、

「
国
際
収
支
は
引
き
続
き
好
調
を
示
し
て
い
る
の
に
加
え
、
…
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

済
活
動
が
金
般
に
落
ち
着
い
て
お
り
、
業
綬
悪
化
に
悩
む
企
業
の

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
＾
3
〕

金
利
負
担
の
軽
減
の
た
め
に
も
」
（
傍
点
筆
者
）
引
下
げ
が
決
定

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
金
融
緩
和
策
が
展
開
さ
れ
る
な
か
で
、
市
中
金
利
は
前
出

図
3
の
よ
う
に
動
い
た
。
既
に
傾
向
的
に
低
落
し
て
い
た
全
国
銀

行
約
定
金
利
は
六
四
年
第
4
四
半
期
を
ビ
ー
ク
に
し
て
か
つ
て
な

い
程
長
期
の
継
続
的
低
落
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
が
、
六
五
年
第

4
四
半
期
に
は
高
度
成
長
開
始
以
来
の
最
低
水
準
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
〔
二
〕
金
利
の
重
圧

　
以
上
の
よ
う
に
資
金
調
達
を
縮
小
し
、
金
利
が
低
下
し
て
も
、

長
期
借
入
分
に
つ
い
て
は
金
利
低
下
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
た

め
、
図
4
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
金
融
費
用
は
経
営
上
の
負
担
に
な

っ
て
き
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
五
八
年
不
況
期
の
後
に
低
下
し
た

金
融
費
用
の
比
重
は
六
二
年
不
況
期
に
高
ま
っ
て
い
た
が
、
六
五

年
下
期
に
は
最
高
水
準
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
公

社
を
大
口
需
要
先
に
も
ち
、
比
較
的
不
況
抵
抗
カ
が
あ
る
通
信
機
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図4　総支出構成（製造業⊇
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業
界
で
も
、
金
利
負
担
が
六
五
年
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

の
収
益
圧
迫
要
因
に
な
っ
て
い
た
。

ま
た
石
油
化
学
工
業
で
は
、
六
六
年

上
期
に
至
っ
て
も
金
融
費
用
の
総
売

上
高
に
対
す
る
割
合
は
群
を
抜
い
て

お
り
、
支
払
利
息
の
圧
迫
が
き
わ
め

て
強
い
こ
と
が
収
益
率
低
下
の
原
因

　
　
＾
5
）

で
あ
っ
た
。

　
総
資
本
収
益
率
の
、
利
子
払
前
総

資
本
収
益
率
に
対
す
る
比
を
み
る
と
、

六
五
年
上
・
下
期
で
は
四
五
％
に
す

ぎ
ず
、
そ
れ
ま
で
の
四
営
業
期
の
五

〇
～
五
八
％
、
お
よ
ぴ
「
い
ざ
な
ぎ

景
気
」
時
（
六
六
年
上
期
～
七
〇
年

上
期
）
の
平
均
五
八
％
よ
り
さ
ら
に

ゴ
～
一
〇
数
％
低
水
準
で
あ
る
。
産

業
別
に
は
、
〔
こ
で
指
摘
し
た
借

入
依
存
の
強
い
化
学
工
業
と
鉄
鋼
業

が
特
に
高
く
（
六
五
年
上
・
下
期
の

鉄
鋼
業
の
値
は
三
三
％
、
つ
ま
り
七

閑



　
　
　
　
●

●
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割
近
く
利
子
が
利
益
に
食
い
込
ん
で
い
る
）
、
経
営
上
の
負
担
と

し
て
大
き
な
存
在
に
な
っ
て
い
た
（
日
銀
『
主
要
企
業
経
営
分

析
』
）
。

　
激
烈
な
競
争
戦
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
借
入
金
に
依
存
し
て
旺
盛

な
設
備
投
資
を
行
な
っ
て
き
た
そ
れ
ま
で
の
企
業
行
動
の
た
め
、

六
五
年
不
況
期
に
は
拡
大
の
程
度
を
落
と
し
た
も
の
の
、
金
融
費

用
が
経
営
上
の
負
担
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
前
掲
出
稿
九
六
貫
参
照
。

　
（
2
）
　
大
蔵
省
『
銀
行
局
年
報
』
六
六
隼
版
一
四
貫
。

　
（
3
）
　
同
右
六
五
年
版
ニ
ハ
員
。

　
（
4
）
　
日
本
不
動
産
銀
行
『
調
査
時
報
』
第
二
六
号
（
六
六
年
四
月
）

　
　
四
三
、
五
〇
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
（
5
）
　
『
化
学
経
済
』
六
七
年
八
月
号
一
四
～
一
五
頁
。

一
一
一
困
難
な
生
産
制
限
－
生
産
過
程
1

　
〔
一
〕
不
変
資
本

　
　
（
一
）
設
備
投
資

　
二
－
〔
一
〕
で
資
金
の
調
達
を
検
討
し
た
が
、
そ
の
振
り
分
け

方
は
図
5
に
明
ら
か
な
，
こ
と
く
、
不
況
期
に
も
固
定
資
産
へ
の
割

合
が
特
に
高
い
。
図
5
と
先
に
挙
げ
た
図
1
を
対
照
さ
せ
て
検
討

す
る
と
、
総
資
産
の
増
大
率
は
激
減
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ

0
0
0
0
0
0
0
6
E
0
4
3
o
‘
1
＾

目
6
4
年
上
期
口
6
蹄
上
期
圏
6
5
牢
下
期
囮
6
6
年
下
期

その他

図5資金使途構成

60

E
0
　
　
　
4

3
　
　
　
o
‘

1
　
　
↓

現・預金固定資産　　投資弾定　　棚卸資産　　売上倣券

［備考］日本銀行『主要企業経営分析』よリ作成。
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の
中
で
利
益
留
保
に
努
め
、
そ
れ
を
固
定
資
産
へ
振
り
分
け
る
と

い
う
企
業
行
動
を
採
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
資
金
調
達
と
使

途
の
望
ま
し
い
関
係
は
、
増
資
・
利
益
留
保
を
固
定
資
産
・
投
資

勘
定
に
、
短
期
借
入
金
を
棚
卸
資
産
に
、
買
掛
債
務
を
売
上
債
権

に
振
り
向
け
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
経
済
成
長
期
に
は
固
定
負
債
↓

固
定
資
産
の
関
係
（
長
期
借
入
金
で
設
備
投
資
を
行
な
う
）
が
日

本
の
場
合
一
般
的
で
あ
る
が
、
六
五
年
不
況
期
に
利
益
留
保
↓
固

定
資
産
の
線
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
こ
の
固
定
資
産
増
加
の
中
心
で
あ
る
設
備
投
資
に
つ
い
て
は
ま

ず
・
マ
ク
ロ
的
な
も
の
と
し
て
図
6
を
み
よ
う
。
先
行
指
標
で
あ

る
b
は
、
c
の
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
　
　
高
度
成
長
が
始
ま
っ

て
以
来
、
金
利
の
低
下
開
始
以
後
遅
く
と
も
第
2
四
半
期
め
に
は

機
械
受
注
は
増
大
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
1
第
三
期
め
に
わ
ず

か
五
％
強
増
え
た
に
す
ぎ
ず
、
景
気
回
復
の
困
難
さ
を
物
語
っ
て

い
た
。
ま
た
a
も
C
が
低
下
し
始
め
て
か
ら
第
五
期
め
で
あ
る
六

六
年
第
－
四
半
期
に
ょ
う
や
く
増
勢
に
転
じ
た
。
製
造
業
・
重
化

学
工
業
主
要
業
種
（
d
～
9
）
で
は
、
鉄
鋼
の
六
五
年
第
2
四
半

期
を
除
い
て
上
の
全
体
的
な
動
向
よ
り
さ
ら
に
1
～
2
四
半
期
遅

れ
て
お
り
、
再
び
旺
盛
な
設
備
投
資
が
始
ま
る
の
は
六
六
年
末
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
各
産
業
の
設
備
投
資
状
況
を
具
体
的
に
み
よ
う
。
化

学
工
業
で
は
六
〇
年
代
初
頭
ま
で
に
積
極
的
に
設
備
投
資
を
行
な

っ
た
が
、
特
に
六
五
年
春
以
降
か
ら
不
況
の
影
響
を
受
け
て
需
要

は
伸
ぴ
悩
ん
で
設
備
過
剰
の
状
態
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
れ
と
過

当
競
争
と
の
結
果
と
し
て
企
業
内
容
は
極
度
に
悪
化
し
た
。
そ
の

な
－
か
で
化
学
肥
料
で
は
六
四
年
に
輸
出
が
好
調
で
あ
っ
た
こ
と
と

工
業
用
ア
ン
モ
ニ
ア
の
需
要
が
増
大
し
た
こ
と
の
た
め
、
原
料
ア

ン
モ
ニ
ァ
の
設
備
増
設
計
画
が
続
出
し
、
そ
れ
ら
を
合
計
す
る
と

現
有
能
カ
の
二
倍
に
達
し
、
供
給
過
剰
に
な
る
と
み
ら
れ
た
。
こ

の
た
め
通
産
省
は
、
増
設
枠
は
現
有
能
カ
の
二
割
増
の
範
囲
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

ど
め
る
、
な
ど
と
し
た
調
整
策
を
業
界
に
示
す
に
歪
っ
た
。

　
鉄
鋼
業
で
は
圧
延
設
備
を
中
心
と
す
る
能
カ
過
剰
状
態
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
大
手
各
社
の
シ
ェ
ア
ー
拡
大
意
欲
は
強
か
っ
た
。
こ

の
シ
ェ
ア
ー
争
い
お
よ
び
そ
の
た
め
の
設
備
投
資
に
つ
い
て
は
、

い
わ
ゆ
る
「
住
金
（
住
友
金
属
）
事
件
」
が
問
題
と
な
る
。
以
下

こ
の
間
題
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
よ
う
。
六
五
年
中
に
多
数
の
高

炉
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
設
備
調
整
の
た
め
各
社
で
は
こ

れ
ら
の
着
工
を
半
年
か
ら
一
年
延
期
す
る
案
が
だ
さ
れ
た
。
し
か

し
、
計
画
通
り
の
着
工
を
主
張
す
る
住
金
と
他
の
四
社
が
鋭
く
対

立
し
た
。
通
産
省
は
六
五
年
度
の
全
面
着
工
を
住
金
・
東
海
・
川

80
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鉄
だ
け
に
隈
る
こ
と
で
六
五
年
度
第
2
四
半
期
の
粗
鋼
一
割
減
産

を
住
金
に
の
ま
せ
た
が
、
東
海
と
八
幡
に
は
有
利
で
輸
出
比
率
が

最
も
高
い
住
金
に
は
不
利
な
滅
産
方
法
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
第
3

四
半
期
に
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
住
金
が
反
発
し
、

輸
出
を
別
枠
に
す
る
な
ど
の
要
求
を
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
通

産
省
は
、
住
金
の
要
求
を
一
部
入
れ
た
滅
産
方
法
を
指
示
し
た
が

住
金
は
納
得
せ
ず
、
通
産
省
は
「
原
料
炭
割
当
て
削
減
」
と
い
う

「
伝
家
の
宝
刀
」
を
持
ち
出
そ
う
と
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
結
局

こ
の
間
題
は
、
住
友
銀
行
・
元
通
産
大
臣
・
経
団
連
．
経
済
同
友

会
・
興
銀
等
が
な
か
に
入
り
、
一
二
月
二
七
日
に
住
金
が
妥
協
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

て
減
産
体
制
に
復
帰
す
る
こ
と
で
よ
う
や
く
決
着
し
た
。
こ
の
よ

う
に
鉄
鋼
業
で
は
独
占
的
犬
資
本
間
の
競
争
ゆ
え
に
設
備
投
資
調

整
問
題
が
生
産
調
整
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
六
五
年
後
半
期
は
動

揺
し
て
い
た
。
強
い
拡
大
指
向
を
孕
ん
で
い
た
た
め
、
設
備
投
資

調
整
は
難
航
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
設
備
投
資
が
停
滞
す
る
と
き
最
も
強
く
影
響
を
受
け
る
の
は
マ

ザ
ー
・
マ
シ
ィ
ー
ン
を
生
産
す
る
工
作
機
械
工
業
で
あ
る
。
六
五

年
中
の
設
備
投
資
の
減
退
程
度
は
機
械
工
業
が
最
高
で
あ
る
（
経

済
企
画
庁
『
国
民
所
得
統
計
年
報
』
）
。
こ
れ
は
著
し
い
設
備
過
剰

の
た
め
で
あ
っ
た
。
六
五
年
に
お
け
る
工
作
機
械
の
適
正
需
要
額

は
国
民
経
済
の
規
模
か
ら
み
て
九
〇
〇
億
円
程
度
で
あ
っ
た
の
杷
、

六
〇
～
六
二
年
頃
の
激
し
い
設
備
投
資
の
結
果
、
生
産
能
カ
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

二
〇
〇
億
円
に
も
達
し
た
の
で
あ
る
。
重
電
機
で
も
設
備
の
過
剰

傾
向
は
顕
著
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
火
カ
発
電
機
で
は
東
芝
．
日

立
二
二
菱
三
社
の
六
四
年
に
お
け
る
年
間
生
産
能
カ
は
合
計
七
〇

〇
～
七
五
〇
万
K
w
に
達
し
て
い
た
が
、
同
年
度
に
電
カ
各
社
が

国
内
メ
ー
カ
ー
に
受
注
し
た
分
は
わ
ず
か
八
五
万
K
W
で
、
能
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

の
八
分
の
一
に
す
ぎ
な
か
っ
ム
」
。

　
こ
の
よ
う
に
設
備
過
剰
傾
向
は
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
六
五
年
中

も
相
対
的
に
投
資
意
欲
が
強
か
っ
た
鉄
鋼
業
に
お
い
て
さ
え
（
図

6
下
段
参
照
）
、
減
価
償
却
費
の
総
費
用
に
対
す
る
率
は
わ
ず
か

な
が
ら
低
下
し
た
（
日
銀
『
主
要
企
業
経
営
分
析
』
）
。
そ
も
そ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

償
却
費
は
利
益
性
の
強
い
も
の
で
あ
る
う
え
に
、
前
出
図
4
の
，
こ

と
く
諸
償
却
費
の
対
総
支
出
比
は
五
八
年
不
況
期
に
高
ま
り
、
さ

ら
に
六
二
年
不
況
期
に
頂
点
に
達
し
た
後
は
傾
向
的
に
横
這
い
で

あ
る
』
六
五
年
不
況
期
に
至
っ
て
特
に
減
価
償
却
費
面
で
経
営
が

圧
追
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　
　
（
二
）
原
材
料

、
さ
て
、
不
変
資
本
の
も
う
一
方
の
要
素
で
あ
る
原
材
料
に
つ
い

て
は
、
図
4
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
転
型
期
ま
で
に
五
、
六
％
低

82
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下
し
た
後
セ
○
牛
代
に
入
る
ま
で
横
這
い
で
あ
る
。
「
い
ざ
な
ぎ

景
気
」
の
初
頭
に
若
干
上
昇
し
て
い
る
が
、
六
五
年
不
況
期
は
ほ

ぼ
一
定
で
あ
る
。
こ
の
理
由
を
み
る
た
め
に
ま
ず
六
五
年
中
の
物

価
の
動
向
を
検
討
す
る
と
、
用
途
別
指
数
の
う
ち
素
原
材
料
で
は
、

鉄
鋼
関
係
の
も
の
が
下
落
し
て
い
る
反
面
で
銅
関
係
が
急
騰
し
、

全
体
と
し
て
は
三
・
六
％
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
製
品

原
材
料
で
は
○
・
一
％
の
微
騰
、
燃
料
・
動
カ
で
も
一
・
三
％
の

上
昇
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
都
門
別
の
「
投
入
」
指
数
を
み
る
と
、

鉄
鋼
で
は
六
五
年
上
半
期
が
マ
イ
ナ
ス
○
．
二
、
下
半
期
が
マ
イ

ナ
ス
三
・
一
、
化
学
で
は
同
じ
く
一
・
一
、
○
・
三
、
一
般
機
械

で
は
同
じ
く
マ
イ
ナ
ス
一
・
○
、
マ
イ
ナ
ス
○
・
四
、
電
気
機
械

で
は
同
じ
く
マ
イ
ナ
ス
O
・
六
、
三
・
六
で
あ
る
。
（
六
〇
年
平

均
1
1
一
〇
〇
と
し
た
指
数
、
日
銀
『
卸
売
物
価
指
数
年
報
』
）
。
こ

の
な
か
で
素
原
材
料
と
化
学
お
よ
び
電
気
機
械
の
六
五
年
下
半
期

の
値
は
経
営
圧
迫
要
因
と
受
け
止
め
ら
れ
得
る
が
、
前
出
図
5
に

示
さ
れ
た
と
お
り
、
不
況
期
に
棚
卸
資
産
を
整
理
し
た
の
で
（
こ

れ
は
機
械
・
電
機
で
著
し
く
、
六
五
年
上
下
両
期
に
亘
り
、
棚
卸

資
産
を
大
幅
に
整
理
し
た
）
、
原
材
料
価
椿
上
昇
の
影
響
を
被
ら

ず
に
す
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
不
変
資
本
で
あ
る
固
定
資
産
と
原
材
料
に
つ

い
て
は
、
六
五
年
不
況
期
に
そ
の
費
周
的
圧
迫
が
強
く
な
ウ
て
い

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
〔
二
〕
可
変
資
本

　
価
値
増
殖
基
準
で
の
分
類
で
総
資
本
を
分
け
、
右
で
は
不
変
資

本
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
次
に
可
変
資
本
で
あ
る
労
働
カ
の
検

討
に
移
ろ
う
。

　
ま
ず
労
働
者
数
は
五
八
年
不
況
の
後
、
数
年
間
七
～
一
一
％
の

前
期
比
増
大
率
を
示
し
た
が
六
三
年
か
ら
鈍
り
、
六
五
年
に
は
三

％
、
六
六
年
に
は
わ
ず
か
O
・
五
％
の
増
大
に
と
ど
ま
っ
た
（
目

本
開
発
銀
行
『
主
要
産
業
経
営
指
標
便
覧
』
）
。
短
期
的
か
つ
臨
時

工
を
も
含
め
た
労
働
者
総
数
の
動
向
を
み
る
と
、
機
械
工
業
は
六

五
年
三
月
以
降
、
鉄
鋼
業
・
化
学
工
業
・
電
気
機
械
工
業
も
六
月

以
降
約
一
年
間
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
臨
時
工
の
比
重
も

各
産
業
と
も
低
下
し
て
い
る
が
、
そ
の
割
合
は
わ
ず
か
数
％
に
す

　
＾
6
）

ぎ
な
い
。
こ
れ
は
す
で
に
六
二
年
以
降
、
と
く
に
大
企
業
で
臨
時

工
よ
り
も
さ
ら
に
安
上
が
り
で
整
理
も
容
易
な
社
外
工
の
利
用
が

　
　
　
　
　
　
＾
7
〕

進
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
六
四
年
末
か
ら
六
六
年
初
頭
に

か
け
て
上
の
四
業
種
と
も
に
対
前
年
同
期
比
で
滅
少
し
て
い
る

（
労
働
省
『
労
働
統
計
年
報
』
）
。
こ
れ
は
六
一
年
以
降
、
標
準
作
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図7給与総額前年同期比増大率の推移（製造桑）
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業
量
増
大
等
の
労
働
時
間
管
理
が
高
度
化
し
て
き
た
が
、
六
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
g
〕

に
は
と
く
に
こ
れ
が
顕
著
に
な
っ
た
事
情
に
基
づ
く
も
の
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
畠
〕

ら
れ
る
。
さ
ら
に
配
置
転
換
・
出
向
も
進
め
ら
れ
た
。

　
そ
し
て
賃
金
に
つ
い
て
は
、
五
九
年
の
上
昇
率
が
対
前
年
比
で

八
・
四
％
で
あ
っ
た
が
し
だ
い
に
上
昇
し
、
六
三
年
に
は
一
〇
・

八
％
に
な
っ
た
。
し
か
し
六
四
・
六
五
年
に
は
各
々
九
・
六
、

九
・
一
％
と
減
退
し
た
（
製
造
業
常
用
労
働
者
の
一
人
平
均
月
間

現
金
給
与
総
額
、
労
働
省
『
労
働
統
計
年
報
』
）
。
ま
た
図
7
を
み

て
も
、
五
八
年
不
況
後
の
推
移
で
は
六
五
年
不
況
期
（
塗
り
つ
ぷ

し
部
分
）
に
と
く
に
高
い
増
大
率
を
示
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。

　
以
上
の
結
果
、
総
支
出
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合
は
前
出
図
4

の
よ
う
に
、
六
〇
年
ま
で
に
低
下
し
た
後
六
二
年
・
六
五
年
不
況

期
に
や
や
上
昇
す
る
が
、
五
八
年
不
況
期
の
水
準
に
高
ま
る
の
は

七
〇
年
不
況
の
後
で
あ
る
。
ま
た
、
六
五
年
不
況
か
ら
の
脱
出
期

で
あ
る
六
六
年
上
期
の
水
準
は
そ
の
前
後
の
好
況
期
よ
り
も
高
い
。

し
た
が
っ
て
人
件
費
が
六
五
年
不
況
の
ゆ
＜
え
を
左
右
し
た
要
因

と
は
認
め
に
く
い
の
で
あ
る
。

　
〔
三
〕
生
産
調
整

　
（
一
）
需
給
調
整

脳
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生
産
動
向
を
検
討
す
る
際
、
六
五
年
不
況
期
の
特
徴
と
し
て
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

ル
テ
ル
の
存
在
を
無
視
で
き
な
い
が
、
こ
の
不
況
カ
ル
テ
ル
お
よ

ぴ
行
政
指
導
、
自
主
減
産
に
よ
る
需
給
調
整
は
不
況
の
底
で
あ
る

六
五
年
末
の
時
点
で
一
七
業
種
三
四
品
目
に
の
ぼ
っ
た
。
需
給
調

整
に
は
生
産
数
量
制
隈
、
販
売
数
量
制
限
、
お
よ
び
現
存
設
備
制

限
等
が
あ
る
が
、
こ
の
三
四
品
目
の
う
ち
で
は
生
産
数
量
制
隈
の

二
三
品
目
が
最
も
多
か
っ
た
。
そ
し
て
需
給
調
整
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
由
の
う
ち
「
慢
性
的
需
給
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
ょ
る
も

．
の
」
は
綿
糸
・
綿
布
な
ど
五
品
目
に
す
ぎ
ず
、
他
の
二
九
品
目
は

「
設
備
投
資
の
行
過
ぎ
と
需
要
の
頭
打
ち
に
よ
る
も
の
」
で
あ
っ

て
過
去
の
投
資
行
動
の
影
響
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
穰
極
的
な
設
備

投
資
行
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
過
剰
設
備
ゆ
え
に
需
給
調
整
が
必
要

　
　
　
　
＾
m
〕

に
な
っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
日
本
銀
行
統
計
局
が
圭
要
企
業
に
所

定
の
調
査
表
を
郵
送
し
、
自
計
記
入
の
方
法
で
調
査
し
た
も
の
を

み
る
と
供
給
過
剰
と
答
え
た
企
業
の
割
合
は
六
五
年
八
月
か
ら
六

六
年
二
月
ま
で
過
半
で
あ
る
（
日
銀
『
主
要
企
業
短
期
経
済
観
測

年
報
』
）
。

　
儒
給
調
整
の
方
法
と
し
て
も
う
一
点
、
工
作
機
械
工
業
の
「
グ

ル
ー
プ
化
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
六
五
年
一
一
月
工
作
機
械
工
業
会

が
、
設
備
投
資
の
盛
り
上
が
り
は
当
面
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

不
況
を
乗
り
き
る
た
め
に
、
生
産
・
販
売
の
協
同
化
な
ど
を
内
容

と
す
る
業
務
提
携
な
い
し
グ
ル
ー
プ
結
成
を
婁
言
し
た
こ
と
に
基

づ
き
、
半
年
の
う
ち
に
続
々
と
一
〇
グ
ル
ー
プ
が
縞
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
グ
ル
ー
プ
化
も
、
個
別
的
利
害
を
こ
え

て
ま
で
協
調
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
み
ら
れ
ず
、
結
局
そ
の
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ー
ユ
〕

は
業
界
体
制
整
備
の
気
運
を
高
め
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、

前
述
の
「
住
金
事
件
」
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
協
同
的
な
生
産

制
隈
は
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
。

　
　
（
二
）
下
落
困
難
な
操
業
率

　
こ
れ
は
ひ
と
つ
に
は
過
当
競
争
の
た
め
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、

も
う
ひ
と
つ
、
個
別
的
な
間
魑
と
し
て
操
業
度
を
落
と
し
に
く
い

事
情
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
鉄
鋼
業
の
代
表
楕
で
あ
る
宮
士
製

鉄
社
長
の
永
野
重
雄
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
設
備
を
遊
ぱ
せ
て

お
い
て
も
、
人
件
費
や
金
利
の
負
担
が
減
る
わ
け
で
は
な
い
し
、

遊
ぱ
せ
て
お
く
ぐ
ら
い
な
ら
、
む
し
ろ
そ
の
半
分
で
も
三
分
の
一

で
も
稼
い
だ
ほ
う
が
ま
し
だ
と
い
う
こ
と
で
、
多
少
赤
字
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
〕

て
も
輸
出
し
て
、
生
産
を
ふ
や
し
た
ほ
う
が
い
い
」
。
ま
た
工
作

機
械
業
界
に
お
い
て
も
、
「
操
業
度
低
下
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
・
ア

ッ
プ
、
さ
ら
に
は
収
益
悪
化
を
招
き
や
す
い
。
こ
う
し
た
事
情
を

反
映
し
て
、
操
業
度
維
持
の
た
め
、
需
要
減
退
に
も
か
か
わ
ら
ず

肋
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＾
H
）

こ
の
と
こ
ろ
安
値
受
注
、
安
値
販
売
が
目
立
っ
て
」
い
た
。
日
産

自
動
車
社
長
川
又
克
二
も
、
「
と
に
か
く
人
聞
が
い
る
以
上
、
働

か
せ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
も
設
備
投
資
を
借
金
に
よ

づ
て
い
る
の
で
、
と
に
か
く
利
子
は
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
、
設
備
は
休
ま
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
語

　
　
　
＾
〃
〕

っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
操
業
率
は
大
幅
な
下
落
は
し
な
か
っ

一
津

デ　
す
な
わ
ち
、
過
剰
資
本
の
存
在
は
需
要
と
の
ギ
ャ
ヅ
プ
を
増
犬

さ
せ
て
減
産
の
必
要
性
を
生
み
出
し
た
が
、
し
か
し
逆
に
、
過
当

競
争
下
で
他
人
資
本
に
依
存
し
な
が
ら
莫
大
な
設
備
投
資
を
行
な

っ
た
結
果
生
じ
た
過
剰
資
本
は
、
固
定
費
負
担
の
高
ま
り
の
な
か

で
大
幅
な
減
産
を
許
さ
な
い
存
在
と
し
て
大
資
本
を
圧
迫
し
た
の

で
あ
る
。

（
1
）
　
『
化
学
経
済
』
六
六
年
一
月
号
二
九
員
。

（
2
）
　
名
和
太
郎
『
稲
山
嘉
寛
』
（
国
際
商
業
出
版
社
、
一
九
七
六
年
）

　
一
五
九
～
一
六
三
頁
。

（
3
）
　
富
士
銀
行
『
調
査
時
報
』
六
六
年
四
月
号
三
八
頁
。

（
4
）
　
『
週
刊
東
洋
経
済
』
六
五
年
新
年
特
別
号
八
五
員
。

（
5
）
　
滅
個
償
却
と
資
本
蓄
稜
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
犬
橘
英
五

　
『
独
占
企
業
と
滅
価
償
却
』
（
大
月
書
店
、
一
九
八
五
隼
）
の
特
に
第

　
三
篇
を
参
照
。

（
6
）
　
通
産
省
『
化
学
工
業
統
計
年
報
』
・
『
鉄
鋼
統
計
年
報
』
・
『
機
械

　
統
計
年
報
』
よ
り
。
六
五
年
中
の
臨
時
工
比
率
は
各
々
二
～
四
％
台

　
で
あ
る
。

（
7
）
　
犬
原
社
会
問
題
研
究
所
『
日
本
労
働
年
鑑
－
第
三
六
築
』
…
二

　
～
三
四
、
一
〇
八
～
一
〇
九
頁
。

（
8
）
　
前
掲
『
圓
本
労
働
年
鑑
－
第
三
七
集
』
一
一
〇
：
一
ニ
ニ
頁
。

（
9
）
　
不
況
カ
ル
テ
ル
の
数
は
五
八
年
不
況
期
四
業
種
、
六
二
年
不
況

　
期
は
一
業
種
で
あ
っ
た
が
、
六
五
年
不
況
期
に
は
ニ
ハ
業
種
で
成
立

　
し
た
（
林
直
道
「
昭
和
四
〇
年
不
況
の
意
義
」
（
大
阪
市
立
大
学
経

　
済
研
究
所
『
企
業
集
団
と
産
業
支
配
』
日
本
評
諭
社
、
一
九
七
二
年

　
所
収
、
二
〇
九
頁
第
w
1
ニ
ニ
表
）
。

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
∬
）

住
友
銀
行
『
経
済
月
報
』
六
五
年
一
二
月
号
二
八
～
二
九
頁
。

『
財
界
観
測
』
六
一
年
一
一
月
号
七
六
～
七
八
頁
。

『
経
団
連
月
報
』
六
五
年
一
月
号
二
三
頁
。

東
海
銀
行
『
調
査
月
報
』
六
五
年
一
一
月
号
九
員
。

『
経
団
連
月
報
』
六
五
年
四
月
号
三
四
頁
。

前
掲
拙
稿
八
九
－
九
〇
頁
参
照
。

財
政
発
動
と
収
益
率
の
回
復
1
「
命
が
け

の
飛
躍
」
段
階
－

　
〔
一
〕
価
楕
の
動
向

　
生
産
物
の
販
売
、
こ
れ
が
利
潤
獲
得
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
供
給
過
剰
下
、
需
要
の
増
加
が
見
込

86
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○

め
な
い
場
合
は
価
格
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
化
挙
工
業
の
代
表
業
種
で
あ
る
石
油
化
学
工
業
で
は
、
設
備
の

大
型
化
、
技
術
進
歩
、
そ
し
て
競
争
の
激
化
に
よ
っ
て
六
〇
年
か

ら
六
六
年
ま
で
に
そ
の
主
要
品
の
価
楕
は
大
幅
に
低
下
し
た
。
例

え
ぱ
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
は
六
〇
年
に
四
四
〇
円
／
㎏
で
あ
っ
た
が
六

五
年
に
は
一
五
五
円
／
㎏
、
翌
年
に
は
一
四
三
円
／
㎏
と
、
七
割

　
　
　
　
＾
1
）

近
く
低
下
し
た
。
ま
た
含
成
樹
脂
産
業
で
も
六
五
年
の
価
格
は
全

般
的
に
下
落
を
続
け
・
た
。
従
来
は
、
国
際
価
樒
へ
の
サ
ヤ
寄
せ
と

い
う
観
点
か
ら
価
楕
低
下
は
望
ま
し
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、

六
五
年
当
時
は
量
産
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

を
上
廻
っ
て
販
売
価
格
が
下
が
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
肥
料
も
、

「
肥
料
二
法
」
（
臨
時
肥
料
需
給
安
定
法
・
硫
安
工
業
合
理
化
お
よ

ぴ
硫
安
輸
出
調
整
臨
時
措
置
法
）
が
六
四
年
七
月
に
失
効
と
な
り
、

代
わ
っ
て
成
立
し
た
「
肥
料
新
法
」
（
肥
料
価
格
安
定
臨
時
措
置

法
）
に
基
づ
い
て
、
六
四
年
八
月
に
生
産
者
代
表
硫
安
工
業
会
と

需
要
者
代
表
全
購
連
と
の
間
で
価
楕
の
取
り
決
め
が
行
な
わ
れ
た

結
果
、
四
〇
㎏
当
り
二
〇
円
引
下
げ
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
の
三
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

の
値
下
げ
実
績
一
八
・
八
三
円
を
上
廻
っ
た
。
化
学
工
業
全
体
と

し
て
は
、
六
五
年
下
期
に
は
価
椿
の
影
響
に
よ
っ
て
損
益
分
岐
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

が
二
・
一
％
上
昇
し
た
の
で
あ
る
。

．
　
　
　
　
　
　
　
．

　
鉄
鋼
業
で
も
六
四
年
半
ぱ
以
降
、
需
要
を
上
廻
る
供
給
過
剰
と
。

販
売
競
争
の
激
化
に
よ
っ
て
主
カ
製
品
の
価
楕
が
軒
並
み
下
落
し
、

六
～
七
月
に
は
最
悪
状
態
に
陥
っ
た
。
そ
し
て
七
月
以
降
、
遂
に

粗
鋼
の
一
割
滅
産
（
対
六
四
年
度
下
期
比
）
に
ふ
み
き
り
、
九
月

ま
で
主
要
品
価
格
は
上
向
い
た
。
し
か
し
前
述
の
「
住
金
事
件
」

ゆ
え
再
び
下
落
し
、
六
⊥
バ
年
に
入
っ
て
よ
う
や
く
回
復
し
始
め
た

　
　
＾
5
）

の
で
あ
る
（
図
8
参
照
）
。
「
だ
が
、
こ
う
し
た
市
況
の
回
復
も
、

よ
う
や
く
採
算
点
前
後
に
達
し
た
段
階
で
、
本
格
的
な
値
上
が

＾
6
）
り
」
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
六
六
年
後
半
期
に
鉄
鋼
市
況
は
過

熱
的
様
相
を
帯
ぴ
た
が
、
む
し
ろ
収
益
σ
好
転
は
、
顕
著
な
需
要

の
増
加
、
生
産
増
加
に
ょ
る
固
定
費
の
相
対
的
減
少
に
依
存
し
て

　
　
　
　
＾
7
〕

い
た
の
で
あ
る
。

　
機
械
工
業
で
も
価
格
対
策
が
採
ら
れ
た
。
例
え
ば
六
四
年
一
〇

月
、
日
立
・
東
芝
・
松
下
・
三
菱
・
三
洋
・
富
士
・
早
川
の
大
手

七
社
は
、
家
庭
電
器
の
過
剰
生
産
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
値
下
が

　
　
　
　
　
＾
8
〕

り
防
止
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
六
五
年
平
均
”
一
〇
〇
の
価
楕
指

数
は
、
六
五
年
一
月
の
一
〇
〇
・
七
か
ら
七
月
に
は
九
九
．
七
に

漸
減
し
、
軟
調
傾
向
は
免
れ
な
か
っ
た
（
日
銀
『
卸
売
物
価
指
数

年
報
』
）
。

　
六
四
年
半
ぱ
か
ら
六
六
年
末
ま
で
の
価
格
の
動
向
を
総
括
す
る

艀
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と
、
全
体
的
に
は
横
這
い
で
、
一
般
機
械
工
業
・
電
気
機
械
工
業

で
は
六
六
年
初
頭
に
わ
ず
か
な
が
ら
上
向
い
て
い
る
が
、
他
の
時

期
は
ほ
ぼ
一
定
で
あ
り
、
化
学
工
業
で
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま

た
、
鉄
鋼
業
で
は
上
述
の
よ
う
に
六
六
年
に
入
っ
て
春
ま
で
に
回

復
し
た
が
、
不
況
前
の
水
準
に
戻
っ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
以
前
に
も
述
べ
た
が
、
六
五
年
不
況
期
の
価
格
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

て
の
協
同
行
為
は
成
功
し
た
と
は
言
い
難
く
、
製
品
価
格
の
上
昇

は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
〔
二
〕
出
荷
高
の
増
大
と
収
益
率
の
回
復

　
　
（
一
）
輸
出

　
六
〇
年
代
後
半
以
降
、
日
本
経
済
は
輸
出
主
導
・
財
政
補
完
で

高
成
長
を
果
た
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
六
五
年
不
況
期
に
輸

出
は
ど
の
よ
う
な
動
向
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
販
売
高
の
検
討
に
あ

た
っ
て
、
ま
ず
輸
出
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

　
化
学
工
業
で
は
輸
出
高
は
五
〇
年
代
後
半
以
降
、
飛
躍
的
に
増

大
し
て
い
た
が
、
な
か
で
も
化
学
肥
料
は
、
共
産
圏
の
食
料
増
産

政
策
の
展
開
、
後
進
国
の
食
料
自
給
化
の
推
進
な
ど
に
よ
っ
て
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
〕

三
年
か
ら
輸
出
ブ
ー
ム
に
わ
い
て
い
た
。

　
鉄
鋼
業
で
も
、
輸
出
総
額
の
四
割
を
占
め
る
米
国
を
は
じ
め
欧

州
諸
国
等
の
対
輸
出
国
が
好
況
下
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
六
四
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●

■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

年
は
輸
出
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
六
四
年
後
半
期
か
ら

米
国
鉄
鋼
業
が
ス
ト
気
構
え
に
入
っ
た
こ
と
か
ら
日
本
に
も
大
量

の
発
注
を
行
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
六
五
年
上
半
期
は
前
年
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
）

も
さ
ら
に
好
調
で
あ
っ
た
。

　
機
械
工
業
で
は
、
約
一
〇
年
に
亘
っ
て
輸
出
振
興
に
貢
献
し
て

き
た
輸
出
所
得
控
除
制
度
が
、
産
品
の
輸
出
に
関
す
る
補
助
金
を

規
制
す
る
ガ
ッ
ト
規
約
ニ
ハ
条
の
規
定
に
低
触
す
る
も
の
と
し
て

六
四
年
三
月
末
に
廃
止
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と

し
て
同
四
月
以
降
、
技
術
等
海
外
取
引
に
か
か
る
所
得
の
特
別
控

除
制
度
・
海
外
市
場
開
拓
準
備
金
制
度
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
輸
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
珀
）

増
大
策
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
年
次
別
の
輸
出
額
前
年
比
増
大
率
は
、
六
三
年
一
一
〇
．
九
、

六
四
年
二
一
二
・
四
、
六
五
年
二
一
六
・
七
、
六
六
年
一
一
五
・

七
％
で
、
不
況
脱
出
期
の
六
六
年
に
は
む
し
ろ
増
大
率
が
低
下
し

た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
（
輸
出
通
関
合
計
額
、
日
本
銀
行
『
経

済
統
計
年
報
』
）
。

．
シ
冒
ー
ト
・
タ
ー
ム
で
輸
出
の
増
大
の
し
か
た
を
検
討
す
る
と

（
図
9
）
、
お
し
な
べ
て
不
況
が
進
行
す
る
に
し
た
が
っ
て
伸
ぴ
率

が
上
昇
し
、
景
気
回
復
の
兆
し
が
み
え
始
め
て
か
ら
の
増
大
率
は

む
し
ろ
逆
に
低
水
準
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
六
五

　70

　60

　50

　40

％30

　20

図9　商品別通関額（輸出）の前年同期比増大率
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＾
”
）

年
不
況
の
回
復
要
因
と
し
て
輸
出
の
飛
躍
的
増
大
を
あ
げ
る
の
は

不
適
当
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
輸
出
は
不
況
の
程
度
を
弱
め
る

働
き
を
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
国
債
発
行
の
決
定
と
公
共
事
業
費
の
増
大

　
六
四
年
秋
の
六
五
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
る
時
点
で
は
政
府
は

引
き
続
き
健
全
均
衡
財
政
の
方
針
を
堅
持
し
て
い
た
。
一
方
、
財

界
は
既
に
企
業
減
税
の
た
め
に
公
債
を
発
行
す
る
こ
と
を
要
求
し

て
い
た
が
、
不
況
感
が
深
刻
に
な
っ
て
き
た
六
四
年
末
以
降
に
は

こ
の
よ
う
な
意
向
は
一
層
強
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
経
済
同
友
会

は
六
五
年
一
月
一
四
日
の
定
例
幹
事
会
で
、
全
般
的
な
過
剰
生
産

傾
向
、
証
券
市
場
の
不
振
な
ど
に
対
処
す
る
た
め
、
経
済
の
量
的

拡
大
か
ら
質
的
拡
大
に
あ
ら
た
め
て
取
り
組
む
ぺ
き
で
あ
る
と
強

調
し
た
。
そ
し
て
そ
の
た
め
の
方
策
の
一
つ
で
あ
る
財
政
金
融
政

策
の
新
方
向
と
し
て
は
、
内
都
蓄
積
の
増
大
の
た
め
に
企
業
減
税

が
必
要
で
あ
り
、
公
債
の
発
行
を
真
剣
に
検
討
す
べ
き
時
期
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
些

る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
攻
府
は
、
金
融
政
策
面
で
は
不
況
に
対
応
し
た
が
、
公

債
発
行
に
は
踏
み
切
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
減
税
も
「
限
ら

　
　
　
　
＾
並
〕
　
。

れ
た
財
源
の
中
」
．
で
の
小
規
模
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
財
界
が
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
〕

張
す
る
ほ
ど
の
軽
減
策
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
〕

　
不
況
の
深
刻
さ
を
物
語
る
六
五
年
五
月
の
山
一
証
券
事
件
（
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
）

八
日
、
日
銀
特
融
を
決
定
）
が
お
こ
っ
た
頃
、
つ
い
に
大
蔵
省
の

官
僚
レ
ベ
ル
で
国
債
発
行
の
具
体
的
検
討
が
始
ま
っ
た
。
一
方
、

六
月
中
の
鉱
工
業
生
産
指
数
と
出
荷
指
数
は
前
月
に
引
き
続
い
て

芳
し
く
な
く
、
設
備
投
資
関
連
指
標
で
は
む
し
ろ
減
退
し
、
ま
た
、

株
価
も
落
ち
込
ん
で
い
た
。
し
か
し
一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二

回
経
済
政
策
会
議
で
は
、
公
共
事
業
の
施
行
促
進
、
財
政
投
融
資

の
早
期
実
施
、
等
が
決
定
さ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
、
二
三
。

日
に
は
一
般
・
特
別
会
計
の
年
内
一
〇
〇
〇
億
円
の
支
出
繰
り
上

げ
が
決
定
、
二
六
日
に
は
第
三
次
公
定
歩
合
引
下
げ
が
実
施
さ
れ
、

さ
ら
に
二
九
日
の
第
三
回
経
済
政
策
会
議
で
は
財
政
投
融
資
の
年

度
上
期
内
二
二
〇
〇
億
円
の
繰
り
上
げ
が
決
定
さ
れ
た
が
、
公
債

の
発
行
は
閣
僚
レ
ベ
ル
で
は
上
程
さ
れ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
翌

七
月
、
自
民
党
は
四
日
の
参
議
院
選
挙
で
敗
退
、
続
く
二
三
日
の

東
京
都
議
会
選
挙
で
惨
敗
し
（
社
会
党
が
第
一
党
に
な
る
）
、
こ

の
直
後
に
開
か
れ
た
二
七
日
の
第
四
回
経
済
政
策
会
議
に
お
い
て

公
債
の
発
行
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
＾
2
0
〕

　
そ
し
て
、
六
五
年
度
補
正
予
算
で
は
景
気
対
策
の
一
環
と
し
て

公
共
事
業
に
つ
い
て
は
約
一
〇
〇
〇
億
円
に
の
ぼ
る
契
約
高
の
増

加
を
図
り
、
こ
れ
に
よ
る
契
約
・
支
出
が
集
中
す
る
六
五
年
末
か
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ら
同
年
度
末
に
か
け
て
の
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
た
。
さ
ら
に
六

六
年
度
予
算
で
は
、
国
償
発
行
を
背
景
に
し
て
積
極
的
に
有
効
需

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
刎
）

要
を
創
出
す
る
方
向
が
確
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
三
）
出
荷
高
と
収
益
率
の
回
復

　
図
1
0
に
よ
る
と
、
出
荷
高
増
大
率
（
f
）
の
回
復
は
六
六
年
第

－
四
半
期
以
降
で
、
総
資
本
回
転
率
（
9
）
も
時
期
を
同
じ
く
し

て
低
迷
か
ら
脱
却
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
販
売
の
拡
大
に
つ
い

て
検
討
す
る
た
め
に
国
民
総
支
出
増
大
率
の
推
移
を
お
っ
た
も
の

が
a
～
e
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
三
つ
の
山
が
は
っ
き
り
と
み
て

と
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
六
四
年
第
4
四
半
期
か
ら
六
五
年
第
3
四

半
期
ま
で
は
輸
出
の
、
同
年
第
4
四
半
期
か
ら
六
六
年
第
3
四
半

期
ま
で
は
政
府
投
資
の
、
同
年
第
4
四
半
期
以
降
は
民
間
設
備
投

資
の
山
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
す
ぺ
き
は
、
出
荷
高
が
顕
著
に
増
大
す
る
時
期
と

政
府
投
資
の
山
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
ほ
ぼ
」
と
い

っ
た
の
は
、
政
府
投
資
の
め
だ
っ
た
増
大
が
六
五
年
第
4
四
半
期

か
ら
始
ま
る
の
に
対
し
て
、
出
荷
は
六
六
年
初
頭
か
ら
上
向
く
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
タ
ィ
ム
ニ
7
グ
を
考
慮
す
る
と
、
む
し
ろ
こ

の
こ
と
は
財
政
支
出
の
需
要
創
出
効
果
を
積
極
的
に
評
価
し
う
る

根
拠
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
収
益
率
（
h
）
は
六
五
年
末
を
底
と
し

て
回
復
に
向
か
い
、
六
六
年
第
3
四
半
期
に
六
四
年
第
3
四
半
期

（
オ
リ
ン
ビ
ツ
ク
景
気
の
最
終
局
面
）
の
水
準
を
超
え
た
。
出
荷

の
増
大
と
収
益
の
好
転
に
果
た
し
た
政
府
投
資
の
役
割
の
大
き
さ

が
認
め
ら
れ
よ
う
。

（
1
）
　
『
化
学
経
済
』
六
七
年
八
月
号
頁
一
四
。

（
2
）
　
前
掲
『
調
査
時
報
』
六
六
年
四
月
号
七
四
貢
。

（
3
）
　
『
農
林
金
融
』
第
一
八
巻
第
六
・
七
．
号
（
六
五
年
六
月
）
三
五

　
五
＝
三
五
六
員
。

（
4
）
　
『
金
融
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
八
巻
第
七
号
（
六
七
年
七
月
）
五
九

　
員
。
（
5
）
　
『
財
界
観
測
』
六
六
年
九
月
号
三
七
頁
竈

（
6
）
　
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
六
六
年
四
月
一
日
臨
時
増
刊
号
頁
三
〇
。

（
ア
）
　
前
掲
『
財
界
観
測
』
六
六
年
九
月
号
三
八
買
。

（
8
）
　
『
電
気
協
会
雑
誌
』
六
四
年
二
一
月
号
ご
二
貫
。

（
9
）
　
前
掲
拙
稿
九
一
頁
。

（
1
0
）
　
前
掲
『
調
査
時
報
』
六
五
年
六
月
号
九
三
頁
。

（
1
1
）
　
前
掲
『
経
済
月
報
』
六
五
年
六
月
号
二
六
頁
。

（
1
2
）
　
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
六
六
年
新
春
特
別
号
九
八
頁
。

（
1
3
）
　
『
目
機
連
会
報
』
六
五
年
六
月
号
三
〇
頁
。

（
1
4
）
　
鶴
田
満
彦
「
高
度
経
済
成
長
め
矛
盾
と
帰
結
」
（
『
講
座
今
日
の

　
日
本
資
本
主
義
2
』
、
犬
月
書
店
一
九
八
一
年
所
収
）
二
二
六
～
二

　
二
七
頁
。

（
∬
）
　
『
金
融
』
六
五
年
三
月
号
四
三
頁
。
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●

（
1
6
）
　
六
四
年
一
一
月
二
一
圓
の
第
四
七
回
臨
時
国
会
に
お
け
る
田
中

　
角
栄
蔵
相
の
財
政
演
説
。

（
1
7
）
　
六
四
年
一
二
月
一
四
目
、
経
団
連
の
座
談
会
で
「
こ
ん
ど
の
税

　
制
調
査
会
の
答
申
で
は
、
法
人
税
の
引
下
げ
は
一
％
な
い
し
二
％
と

　
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
ん
な
こ
と
で
は
と
て
も
ダ
メ
で

　
す
。
少
な
く
と
も
四
～
五
％
は
引
下
げ
て
も
ら
い
た
い
」
（
永
野
重

　
雄
）
、
「
法
人
税
を
一
％
や
二
％
引
下
げ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
企
業
の

　
内
部
留
保
が
ふ
え
る
と
は
、
と
て
も
恩
え
ま
せ
ん
」
（
川
又
克
二
）

　
と
の
発
言
が
あ
い
つ
い
だ
（
前
掲
『
経
団
連
月
報
』
六
五
年
一
月
号

　
三
〇
～
三
二
頁
）
。

（
1
8
）
　
山
一
事
件
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
草
野
厚
『
昭
和
四
〇
年
五
月

　
二
八
目
』
（
日
本
経
済
薪
聞
社
、
一
九
八
六
年
）
を
参
照
。

（
1
9
）
　
前
掲
山
口
薔
一
五
五
員
に
は
、
五
月
二
六
圓
の
主
計
局
会
議
で

　
「
公
債
発
行
が
現
実
的
問
魑
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
た
」
と
あ
り
、

　
犬
蔵
省
理
財
局
国
償
課
『
国
償
発
行
参
考
資
料
w
』
一
頁
で
は
、
六

　
月
五
日
か
ら
局
畏
ク
ラ
ス
で
そ
れ
が
始
ま
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
2
0
）
　
六
五
年
匿
の
税
収
不
足
を
特
例
国
債
で
賄
う
こ
と
に
な
っ
た
経

　
緯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
山
口
書
一
五
八
～
一
七
一
貫
で
主
に
大
蔵
省

　
内
都
の
動
向
を
詳
紬
に
分
析
し
て
い
る
。

（
2
1
）
　
六
五
年
二
一
月
二
〇
目
の
福
田
蔵
相
の
財
政
演
説
お
よ
ぴ
三
〇

　
日
の
閣
議
決
定
内
容
よ
り
。

五
　
む
す
ぴ
に
か
え
て

‘

。
以
上
、
資
本
循
環
の
各
局
面
で
の
経
営
状
況
を
検
討
し
て
き
た

こ
と
を
総
括
す
れ
ぱ
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　
経
費
的
に
は
、
原
材
料
費
・
償
却
費
・
労
務
費
は
六
五
年
不
況

期
に
特
に
大
き
な
負
担
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
最
大
の
ネ
ッ
ク
は

金
融
費
用
で
あ
っ
た
。
六
四
年
末
か
ら
始
ま
っ
た
金
融
政
策
を
主

軸
と
す
る
景
気
刺
激
策
は
、
企
業
の
金
利
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
も
採
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
自
已
資
本
比
率
の
改
善
は
み
ら

れ
ず
、
政
策
当
局
が
意
図
し
た
企
業
基
盤
の
強
化
は
果
た
さ
れ
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
転
型
期
ま
で
に
行
わ
れ
た
借
入
金
依
存
の
下
で

　
　
　
　
　
　
　
　
●

の
横
極
的
な
設
備
投
資
の
た
め
で
あ
り
、
膨
大
な
設
備
が
金
利
負

担
度
を
強
め
、
六
五
年
に
は
そ
の
頂
点
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

　
か
つ
、
他
面
で
、
可
変
資
本
の
増
大
は
抑
制
さ
れ
て
い
た
も
の

の
、
右
の
結
果
莫
大
な
も
の
と
な
っ
た
設
備
は
過
剰
生
産
カ
と
し

て
現
わ
れ
、
自
身
の
そ
れ
以
上
の
拡
犬
を
許
さ
な
い
存
在
と
し
て

設
備
投
資
を
制
約
し
、
減
産
を
要
求
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
過
剰
設
備
を
も
た
ら
し
た
一
要
因
で
あ
る
過
当
競
争
と
金
融
費

用
の
圧
迫
の
た
め
に
大
幅
に
操
業
度
を
落
す
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
矛
盾
に
逢
着
し
、
産
出
価
楕
上
昇
に
ょ
る
収
益
の
好
転
を
導

蝸
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く
ほ
ど
の
生
産
・
販
売
調
整
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
過

剰
設
備
は
、
一
方
で
金
融
費
用
ゆ
え
に
損
益
分
岐
点
を
押
し
上
げ
、

他
方
で
、
生
産
を
縮
小
し
て
価
椿
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

販
売
不
振
と
い
う
量
的
側
面
の
不
調
を
補
完
さ
せ
る
こ
と
も
で
き

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
過
剰
生
産
カ
は
輸
出

の
拡
大
程
度
を
さ
ら
に
増
大
さ
せ
て
不
況
か
ら
脱
出
さ
せ
る
ほ
ど

の
原
動
カ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
も
は
や
な
ん
ら
か
の
方
法
で
国
内

出
荷
の
増
犬
を
実
現
さ
せ
る
し
か
途
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
登
場

し
た
の
が
、
国
債
発
行
を
背
景
に
し
た
財
政
発
動
で
あ
る
。
政

府
は
「
均
衡
財
政
主
義
」
を
放
棄
し
て
大
々
的
に
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン

グ
．
ポ
リ
シ
ー
を
展
開
し
、
「
命
が
け
の
飛
躍
」
段
階
の
、
量
的

部
面
か
ら
過
剰
費
本
の
活
性
化
を
実
現
さ
せ
、
企
業
の
借
入
金
依

存
体
質
を
改
善
す
る
こ
と
に
は
積
極
的
な
施
策
を
採
る
こ
と
な
く

資
本
蓄
稜
に
て
こ
入
れ
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
六
五
年
不
況
を
乗
り
切
っ
た
大
資
本
は
、
六
六
年
以

降
、
他
人
資
本
依
存
体
質
を
改
め
得
な
い
ま
ま
、
否
、
よ
り
強
化

　
＾
1
〕

し
つ
つ
再
ぴ
旺
盛
な
設
備
投
資
に
遜
進
し
、
戦
後
最
長
の
「
い
ざ

な
ぎ
景
気
」
を
謁
歌
す
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
製
造
業
主
要
企
業
の
自
己
資
本
比
率
お
よ
ぴ
固
定
比
率
は
各
々
、

　
　
六
五
年
上
期
の
二
六
・
九
、
一
六
一
・
四
％
か
ら
七
〇
年
上
期
の
二

　
　
二
・
一
、
一
九
一
・
○
％
に
悪
化
し
た
（
日
銀
『
主
要
企
業
経
営
分

　
　
析
』
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
挙
助
手
）

脳




